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概要

このドキュメントでは、Cisco コンテンツ セキュリティ アプライアンスで有効化されているライ
センス済み機能の判別方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco Email Security Appliance (ESA)●

Cisco Web Security Appliance (WSA)●

Cisco セキュリティ管理アプライアンス（SMA）●

AsyncOS●

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド



キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

Cisco コンテンツ セキュリティ アプライアンスで有効化されて
いるライセンス済み機能をどうのように判別できますか。

コンテンツセキュリティアプライアンスの各ソフトウェアコンポーネントまたは機能はライセン
ス供与されており、使用する前に有効にする必要があります。これらのコンポーネントを有効に
するには、製品ライセンスの登録によってCisco Global Licensing Operations(GLO)が提供する機
能キーを適用する必要があります。各機能キーは、個々のコンテンツセキュリティアプライアン
スのシリアル番号に固有であり、それに関連付けられた有効期限があります。機能キーの有効期
限が切れた場合は、その機能の使用を継続するために、シスコの担当者との契約を更新する必要
があります。

注：永久キーは、その機能に有効期限がないことを示します。Dormantキーは、機能自体に
同意する必要があるエンドユーザライセンス契約(EULA)があるか、機能を構成して有効に
する必要があることを示します。完了すると、機能はActiveにに進みます。 

注：仮想ベースのアプライアンスでは、各アプライアンス製品に必要な仮想アプライアンス
のライセンスは1つだけです。この1つの仮想アプライアンスのライセンスは、複数の仮想
アプライアンスへの導入に使用できます。  

コンテンツセキュリティアプライアンスで有効になっているライセンス済み機能を確認するには
、アプライアンスにログインし、featurekeyコマンドをCLIに入力します。別の方法として、
GUIから[System Administration]タブにアクセスし、[Feature Keys]をクリックできます。

featurekey CLIコマンドの出力例を次に示します。

 

注：詳細は、ユーザーガイドの「機能キーの追加と管理」セクションを参照してください。

関連情報

電子メールのセキュリティ向け AsyncOS ユーザ ガイド●

GLO製品登録のヘルプ●

//www.cisco.com/c/ja_jp/support/security/email-security-appliance/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/web/fw/tools/swift/xui/html/help.html


   

GLO サポート連絡先情報●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/html/contact.html
//www.cisco.com/c/ja_jp/support/index.html
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